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現在,英 語が圧倒 的な国際言語で ある ことに異論 を挟 む余地 はないであ ろ
う。だ とす るな らば,こ の国際言語か ら世界 のあ らゆ る事情 を理解 で きる と
期待 して もお か し くは ない。 ところが,言 葉 はシ ンボル的 な存在 に過 ぎず,
その背後 には使用 されてい る地域 の歴史,文 化,伝 統 な どが脈打 ち,こ れ ら
は言語 と表裏一体 の関係 にあ る。 よ く言 われ るよ うに,言 語 は言語 だ けを学
んで も容易 に理解 で きる もの でな く,そ の国の風俗 や生活 を知 らなけれ ば解
釈不 可能 な場合 も出て こよ う。実 は,外 国語 辞典 その ものが この意味 での明
らか な例証 を提供 す る。例 えば 日本語 とヨー ロ ッパ言語 との辞典 の場 合,ど
の単語 を とって も一対 一 の対 応 関係 にな ってい る ことは稀 であ ろ う。一つ の
単語 に複数 の訳語 が見 出 され るはず であ る。 これが ラテ ン系 の言 語,例 えば
フラ ンス語 とスペ イ ン語 の仏西辞典,あ るい はスペ イ ン語 とイ タ リア語 の西
伊 辞典 に なれば,一 対 一 関係 の単語数 がか な り多 くな り,単 語 自身 も極 めて
類 似 してい るこ とになろ う。 これが英語 とラテ ン系 の言語 になれ ば,一 対一
関係 の単語数 はか な り減少す る ことにな ろ う。
こう した事 実 は,あ る国の ことを論 述す る場合,そ の国の言語で表現す る
のが もっ とも的確 ・適切 にな ろうこ とを推 測 させ る し,一 般 に もそ う主張 さ
れてい る。外 国語で は どう して も無理が でるのである。 この こ とはた とえ国
際言語 の英語であ って も同 じであ り,こ の言語 だけで は他 言語圏 の文化 を容
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易 に理解 で きない こ とを示唆 しよ う。 この示唆 を以下 の具体例 で検証す る こ
とにす る。
下記 の図1-13の 英語 表 記 は,独 語 原 書(1915)か らの英訳 本 『装 飾 史 』
1
(1989)で の 図 版 タ イ トル で あ る 。()内 の 数 字 は 同書 で の 図 版 番 号 を 示 す 。
す べ て の タ イ トル は や き も の に 関 わ る も の で あ り,こ れ ら を どの よ う に 邦 訳
す べ き か を検 討 し な が らr前 記 した 問 題 提 起 に 答 え る こ と に す る 。 こ れ ら の
な か で,美 術 に造 詣 あ る 人 を 除 け ば,majolica,Pallissy,faienceな ど が 目新














図lEgyptianceramicsの"ceramic"の 語 源 は ギ リ シ ア 語"keramik6s"
(粘 土 製 品)に あ り,一 般 に は 陶 磁 器 類 を 意 味 し,磁 器 は 中 国 起 源 で,古 代
エ ジ プ トに は 存 在 しな い か ら,"Egyptianceramics"は 「エ ジ プ ト陶 ・器 」 と
訳 す の が 適 当 で あ ろ う。
図2Assyrianglazedtilesは 「ア ッ シ リ ア 彩 紬 タ イ ル 」 と 直 訳 で き る 。 た
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う もの,被 覆 」)を 起 源 とす るか ら,そ の 意 味 は 「板 状 の 薄 い 焼 粘 土 」 の よ
う にな ろ う。 タイ ル を この意 味 に限 定 す る な らば,訳 は 「ア ッシ リア彩 紬 レ
ンガ」 に しな けれ ば な らな い。 なぜ な ら,こ の 時代 の ア ッシ リア に は タイ ル
は な く,"glazedbrick"(粕 薬 を施 した レ ン ガ)の み が 遺 構 と して存 在 す る
か らで あ る。
図3Phoenicianearthenwareの"earthenware"は,元 来 は土 か ら作 られ
た 「土 器 」 や 「陶 器 」 を意 味 す る。後 者 の 最 大 特 長 が紬 薬 の か け られ た や き
もの とい う側 面 に あ る とす る な らば,図 版 に掲 載 され た や き もの は粕 薬 が か
け られ て い るか ら,「 フ ェニ キ ア陶 器 」 と訳 す べ きで あ ろ う。
図4Persianglazedtilesは 図2と 同 じ理 由 で,「 ペ ル シ ア彩 粕 レ ンガ」 と
翻 訳 で きる。
図5Cretanceramicartの"ceramicart"は 「陶 芸 」 と直 訳 で きそ うだ が,
そ の 図 版 に は器 の や き もの の み が 掲 載 され て い る か ら,こ れ も 「ク レ タ陶
器 」 と訳 すべ きで あ ろ う。
図6Frenchfloortilesは 「フ ラ ンス 床 タイ ル」 と直訳 が 可 能 で あ る。
図71talianmajolicatilesの 問 題 は"majolica"で あ る 。 辞 書 を引 け ば,
「マ ジ ョ リ カ焼 」 とか 「イ タ リ ア製 陶 器 」 と出 て くる。 しか しなが ら,イ タ
リ ア製 陶 器 は必 ず し もマ ジ ョリカ焼 で は な い 。 実 は,英 語 の"malolica"は
日本 語 で い え ば カ タ カ ナ 表 記 に近 く,「 イ タ リア 製 陶器 」 とい う訳 で は文 字
の全 面 的 な意 味 を表 現 す る こ とが で きな い 。 カ タ カ ナ の最 大 機 能 の0つ は,
日本 語 に適 当 な対 応 語 が な い場 合 の外 来 語 を表 記 す る こ とに あ ろ う。 す な わ
ち,こ の用 語 は 当 時 の英 語 圏 地 域 に"majolica"に 対 応 す るや き もの が な く,
した が って,そ の名 称 もな い ため,カ タカ ナ の よ う に外 来 語 の 発 音 が そ の ま
ま転 用 され た ので あ る。
「マ ジ ョ リ カ焼 」 を美 術 事 典 で調 べ る と,「 マ ジ ョリ カ 陶器 」 と出 て くる
が,そ の解 説 は 「マ イ ヨ リカ陶 器」 の 項 目 を見 な けれ ば な らず,次 の よ う に
記 され てい る。
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「Maiolica(伊),Majolica(英):ル ネサ ンス 以 降,主 と して イ タ リア で
つ く られ た錫粕 色 絵 陶 器 の総 称 。 中世 末 か ら近 世 初 頭 にか け て スペ イ ンの マ
リ ョ ル カ 島(Mallorca,イ タ リ ア 名 で マ イ ヨ リ カ,英 語 名 マ ジ ョル カ
Majorca)を 経 由 して多 くの 美 しい錫 粕 陶 器 が イ タ リア に輸 入 され,こ れ ら
が 『マ イ ヨ リカ』 と呼 ば れ.たこ とで は じま る。 ま もな くイ タ リア で もこれ を
模 倣 す る こ とに成 功 し,各 地 に窯 が 築 か れ た 。多 くは,比 較 的粗 い胎 に化 粧
掛 け を施 し,色 粕 で華 や か に絵 付 け され る。 最 盛 期 は15世 紀 末 か らの ほ ぼ半
世紀 問で,フ ァエ ン ツ ァ,フ ィ レ ン ツ ェ,シ エ ナ,グ ッビ オ,カ ス テ ル ・ドゥ
ラ ンテ,ウ ル ビ ー ノ な どの 諸 窯 は と くに繁 栄 し,ア ン ドレオ ー リ(Giorgio
Andreoli,1465/70-1552/54),ペ ル リパ リオ(NiccoloPellipario,活 躍 期1525
頃 一42頃)な どの 名 工 も輩 出 した 。 製 品 は壷,水 指,丸 皿 が 多 く,初 期 に は
日常 の器 と して の性 格 が 強 いが,次 第 に装 飾 性 を加 え,と くに皿 は一種 の額
絵 と して,観 賞 用 につ くられ る よ う に な っ た。17世 紀 以 降,デ ル フ ト,ウ ー
2
ス ター,さ らにはマ イセ ンな どの製 品 にその市 場 を奪 われ衰退 した。」
この解説 か ら判明す る ことは,マ ジ ョリカはスペ イ ン語 のマ リ ヨルカ島 を
起源 と し,イ タリア語 のマイ ヨリカに由来 した ことであ る。つ ま り,マ ジ ョ
リカはスペ イ ン語 のイ タリア語 なま りと英語 な ま りで二重 にな まった名称 で
あ り,そ の特色 は 「錫粕色絵」 にある。 この錫粕 は不 透明 な白色 を呈 す るこ
とに特徴 が あ り,色 絵 を描 くには最 適の下地 にな る。錫粕 はす で に前記 した
ア ッシ リア,フ ェニキ ア,ペ ル シアな どの西 ア ジアに早 くか ら出現 し,中 世
にはその伝 統が蘇生 し同地の イス ラム陶器 に も多 く使 用 された。同 じ く中世
スペ イ ンのイス ラム陶器 も同 じ性格 を持 った。実 は,マ リ ョル カ島経 由で イ
タ リアに輸入 された陶器 はスペ イ ンの イス ラム陶器 であ った。
前掲 日本語辞典 の解説 には含 まれていないが,ス ペ イ ン語 の用語辞 典で は
3
マ ジ ョリカ焼 の特徴 を金 属光沢 のラス ター粕 の使 用 と している。 これ は前記
4
した白い紬薬 をかけ て焼 成後 の絵付 けの段 階で使 用 される。 ラス ター彩 も中
世 イス ラム陶器 の特徴 であ り,そ の起源 はや は り西 ア ジア にあ った と推定 さ
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れる。
この 日本語辞典 とスペ イ ン語辞典 との内容 の不一致 は,次 の前 田正明氏 に
よる解説 で一応 の納得 が得 られ よう。
「当初 マ ヨ リカ原文は金属 的 な輝 きの ラス ター彩 陶器 のみ を指 して いたが,
5
後 にはスズ粕 の多彩色絵 陶器 をすべ て この よ うに呼 んだ。」
いずれ に して も,確 か なこ とはマ ジ ョリカ陶器 の由来が 中世後期 スペ イ ン
の イス ラム陶器 にあ り,金 属 光沢 の ラス ター粕 多彩色 が後者 の特徴 で もあっ
た こ とで ある。 イ タリアで は後 者 をマイ ヨリカ と呼 び,ま た前者 イタ リアで
の模造 品 も同名称 で作 られ たこ とになろ う。
マ ジ ョリカ陶器が スペ イン陶器 に由来 してい る以上,こ の陶器 に関 しては
スペ インが本 場 になるか ら,そ の 国で どの ように説 明 されているか を確 かめ
る必 要があ ろ う。後述す る よ うに,ス ペ イ ンでは ラス ター彩 陶器 をマジ ョリ
カ焼 の最大特徴 に してい る。 そ こで,ラ ス ター彩 陶器lozadoradaの 説 明か
ら見 る ことにす る。
この陶器 の起 源 はメ ソポ タ ミア と考 え られ,初 期例 は9世 紀の イス ラム都
市サ ッマ ラ(バ クダ ッ ド北西,テ ィグ リス川 の町)で 発見 され る。10世 紀 に
はスペ イ ンで も見 つか ってお り,そ の技法 は早々 に習得 された と推測 され る。
3回 の焼成 を必 要 とす る この陶器 の製法 は複雑 で高価 につ く。1.低 温 での
素焼。2.錫 紬 をか けて約800度 で焼 成,不 透 明 な白色 が得 られる。普通 は,
この高温 に耐 える藍 の コバル ト粕 だけが この段 階で追加 され る。3.酸 化銅 ,
過酸化 銑 酸化銀,亜 硫 酸水素 塩水 銀 か らな るラス ター粕 をか けて600度 以
6
下で焼成 。
以上 が ラス ター紬陶器 に関す る ものだが,次 に 「マ ジ ョリカ」 の説明 を見
る。
「用 語 マ ジ ョリカ(典 型 的 なイ タ リア陶器)は マ リ ョル カ島 に由来 し,元
来 は イタ リア商人 に よ りバ レアー レス 島か ら輸入 されたスペ イ ンのイス ラム
風 ラス ター粕 陶器(特 にマニセス焼)を 指 した。」
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「これ らの ラス ター粕 陶器 は14-15世 紀 に輸 入 され て い た に違 い な く,ラ ス
ター紬 の技 法 は イ タ リアで は多 分 ペ ル ー ジ ア近 郊 の小 さな 町 デ ル ー タで1500
年 ま で応 用 され なか った 。」
「イ タ リア で使 用 され た ラス ター粕 の 呈 色 料 に は銀 ま た は銅 が含 まれ て い
た。 銀 の光 沢 は輝 い た黄 色 で か な り強 く,デ ル ー タ焼 の特 徴 で あ る。 銅 の光
沢 は強 い ル ビー色 の 赤 で グ ッ ビオ焼 を代 表 す る特 色 で あ り,そ の もっ と も優
れ た 陶・器 は 陶工 ジ ョウル ジ オ ・ア ン ドレオ ー リの工 房 で焼 か れ,そ れ らの銘
に は しば しば制 作 年 が含 まれ て お り,い くつ か の作 品 で は1518年 か ら1541年
の 間 で刻 まれ て い る。」
「イ タ リア 産 マ ジ ョ リカ の装 飾 色 は 一般 に5種 類 に限 定 され てい た 。 コバ
ル トの藍,銅 の緑,ア ンチ モ ンの濃 黄,鉄 の 赤,そ して マ ン ガ ンの 紫 。 錫 の
白粕 は また細 部 で光 の表 現 を得 る た め とか,『 極 上 の 白biancos6prabianco』
と呼 ば れ る 白紬 陶器 に使 用 され た。」
16世 紀 の イ タ リア陶 器で もっ と も特 徴 的 な ものが 薬 局 用 の壷 類,そ して も
う一 つ が 額 絵 の よ う な装 飾 用 彩 画 陶 器 で あ っ た。 「イ タ リア典 型 の この彩 画
様 式 は 「イス トリ ア ー トistoriato(歴 史 もの)』 と呼 ば れ,こ う した特 徴 の
最 初 の 陶器 は フ ァエ ン ッ ァ とカ フ ァ ッジ オ ー ロ で作 られ た 。 しか し,こ の様
式 を最 高 に発 展 させ たの は最 初 カテ ル ・ドゥラ ンテ,遅 れ て ウル ビー ノ で あ
り,『 イ ス トリ ア ー ト』 で もっ と も有 名 な画 家 の 一 人 が 著 名 な ニ ッ コ ラ ・ぺ
7
ル リパ リオ で あ った 。 ・ ・ …(以 下 略)・ ・ … 」
最 初 に引 用 した 日本 語 美 術 事 典 の説 明 に 出現 した ア ン ドレ オー リは ラ ス タ
ー粕 陶器 で
,ペ ル リパ リオ は 「イ ス トリア ー ト」 の彩 画 陶器 で の そ れぞ れ の
代 表 者 で あ った 。 したが っ て,ヨ ー ロ ッパ後 世 へ の ラス タ ー粕 陶 器 の影 響 を
も踏 ま えた う えで,マ ジ ョリカ焼 の最 大 特 徴 と して ラス タ ー紬 を わす れ て は
な らな い で あ ろ う。
実 は,マ イ ヨ リ カ(伊)maiolica,も し くは マ ジ ョ リ カ(仏)majolique
(独)majolika(英)malolica(西)mayolicaが マ リ ョル カMallorca島(バ
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レア ー レス諸 島 最大 の 島)に 由 来す る とい う説 明 は確 か な根 拠 に基 づ く もの
で は な い。 この 説 は,有 田焼 の大 部 分 が伊 万 里 港 か ら積 み 出 され た た め,伊
万 里 焼 と呼 ば れ た こ とに類 似 す る。 しか しなが ら,マ イ ヨ リカが マ ラ ガ に由
来 した とす る有 力 な説 も存 在 す る の で あ る。
ス ペ イ ン南 部 の港 町 マ ラ ガMalagaは,ア ルハ ンブ ラ宮 殿 で有 名 な イベ リ
ア半 島最 後 の イス ラ ム王 朝 グ ラナ ダ王 国(13-15世 紀)の 外 港 で あ り,イ ス
ラ ム窯 業 の セ ン タ ーで あ っ た。 当時 の イス ラ ム教 徒 は マ ラ ガ をマ リカMaliqa
と呼 び,焼 物 の 生 産 地 名 と し て はMalyk,Malequa,Melicha,Maleque,
Maliquia,Maleca,Melica,Malegaの 名 称 で 当 時(1303-1517)の 文書 に記 載
され.てい た。
グ ラナ ダ王 国 の誕 生 は また,イ ベ リア半 島 にお け る イス ラ ム教 徒 支 配 の終
焉 の始 め を意 味 した。 同王 国が 誕 生 した 時(1238)は,マ リ ョル カや バ レ ン
シ アが キ リス ト教 徒 の手 に落 ち る 時 で もあ っ た 。 マ リ ョル カ は1229-32年 に,
バ レ ンシ ア も1229-45年 に再 征 服 され て い るの で あ る。 この 再 征 服 され て 間
もな い バ レ ン シ アの マ ニ セ スManisesや パ テ ル ナPaternaに も窯 業 が 生 ま
れ,マ ラガ 出 身 の イス ラ ム教 徒 の 陶 工 た ちが働 い た 。 そ れ故,こ こで焼 か れ
た陶 器 もマ リカMalica焼 と呼 ば れ,こ の名 称 は早 い もの で1341年 に カ タル
ー ニ ャ語 の 記 録 に 出 現 し
,特 に マ ニ セ ス 焼 は マ リ カ以 外 に も,Maliqua,
Maleca,Malecua,Melicha,Meliquaな どの名 で も知 られ て い た。 した が っ て,
14世 紀 後 半 以 降 は生 産 地 の異 な る二 つ の マ リカ焼 が 出 回 り,こ れ らの イス ラ
ム陶 器 が イ ギ リス か らカ イ ロ まで輸 出 され て い た の で あ る。
こ の イ ス ラ ム 陶 器 が14世 紀 末 か ら の イ タ リ ア で マ イ ヨ リ カMaiolica/
Maiolichaと 呼 ば れ た 。 この 名 称 が 陶 器 名 マ リ カか ら派 生 した と推 定 す る の
8
が 普 通 で あ ろ う。 しか し,イ タ リア語 のMaiolicaは 地名 のマ リ ョル カ 島 と同
一 の綴 りで もあ るた め
,一 般 に は同 島 が マ イ ヨ リカ焼 の起 源 に想 定 され て い
る の で あ る。 もち ろ ん,マ リ ョル カが イス ラ ム陶 器 の生 産 地 で あ っ た とい う
記 録 は な く,し た が って,そ の生 産 地 とい う説 で は な い。 そ こで必 要 とされ
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図8(76)ltaiianmajolicaware
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たの が イ ス ラム 陶器 の マ リ ョル カ 島経 由説 で あ っ た。 残 念 な が ら,こ の 説 は
成 立 しな い。 なぜ な ら,イ タ リア諸 都 市 ピサ や ジ ェ ノ ヴ ァな ど は グ ラ ナ ダ王
国 や バ レ ンシ ア を再 征 服 した ア ラ ゴ ン王 国 と直接 交 易 して お り,し か もマ リ
ョル カ は 同王 国 内 の バ ル セ ロ ナや バ レ ン シ ア と も商 業 上 の ラ イバ ル 関係 に あ
り,す べ ての 商 品が マ リ ョル カ 島 を経 由す る必 要 が ない か らで あ る。 マ イ ヨ
リ カ と呼 ばれ た イ ス ラム 陶 器 が マ リ ョル カ 島 を経 由 しない の で あ れ ば,陶 ・器
名 称 が そ の 島 名 に 由来 す る こ と もあ り得 な い の で あ る 。
以 上 の こ と を理 解 した 上 で,図71talianmajolicatilesは 「イ タ リア ・マ
ジ ョ リカ ・タ イル 」 と訳 せ る で あ ろ う。 た だ し,こ の和 訳 は カ タカ ナ表 記 の
一 般 が そ うで あ る よ う に
,そ れ な りの 知 識 が な け れ ば,理 解 で きる もの で は
な い 。
図81taiianmajolicawareは 図7に 倣 い 「イ タ リア ・マ ジ ョ リカ陶 器 」 と
訳 す こ とが で きる 。
図9Pallissyfaienceも ま た厄 介 で あ る。 先 ず,"Pallissy"は フ ラ ンス ・ル
ネサ ンス の有 名 な 陶 工 ベ ル ナ ー ル ・パ リ ッシ ー-BernardPalissy(1510頃 一
89/90)と 理 解 しな け れ ば な らな い 。"faience"は 辞 書 を引 け ば 「装 飾 さ れ
た 陶器 ま た は磁 器 」 とか,フ ラ ンス語 か らの外 来 語 で 「フ ァヤ ンス原文焼(美
しい 彩 色 を施 した 陶 器,イ タ リ ア の地 名 か ら)」 な ど と出 て くる。 フ ラ ンス
語 で は"falence"(フ ァイ ア ンス),イ タ リア の 地 名 は フ ァエ ンツ ァfaenza
で あ る。
フ ァ イ ア ンス の 語 源 は地 名 の フ ァエ ンツ ァ にあ り,上 述 した マ ジ ョリ カ に
関連 す る。 す な わ ち,フ ァエ ン ッ ァはマ ジ ョリ カ焼 の重 要 な産 地 で あ り,そ
こで焼 か れ た 陶 器 を フ ァエ ン ツ ァ焼 と呼 ん だ こ と にな る。 つ ま り,イ タ リア
人 た ち は 中世 ス ペ イ ンの イス ラム 陶・器 をマ イ ヨ リカ と呼 び,フ ラ ンス 人 た ち
はマ イ ヨ リ カの模 造 品 で あ る イ タ リ ア製 陶 器 を フ ァイ ア ンス と呼 ん だ こ と を
意 味 し よ う。
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オ ラ ン ダ,ド イ ツ,イ ギ リス に も伝 播 し,フ ラ ンス や ドイ ツで は この模 造 品
の こ と を フ ァ イ ア ンス(仏)faience(独)fayenceと 呼 び,オ ラ ン ダや イ ギ
リス で の模 造 品 を英 語 で は デ ル フ(ト),も し くは デ ル フ ト陶 器delf/delft/
delftwareと 称 した 。 オ ラ ンダ 人 は1512年 頃 錫 白粕 の技 法 を早 く も習 得 して
い た とい う。
した が っ て,9世 紀 メ ソ ポ タ ミア の イ ス ラ ム陶 器 に 出現 した錫 白粕 ・多 彩
紬 ・ラス ター紬 の技 法 はス ペ イ ンの イ ス ラム 世界 を経 由 し,西 欧諸 国 に伝 播
した こ とに な る。 この過 程 で 生 ま れ た用 語 の うち,マ ジ ョリカ だ けが ス ペ イ
ン語 に再輸 入 され た。 どの 言 語 で もマ ジ ョリ カだ け は特 定 の 時代 の イ タ リア
風 陶器 を指 す の に対 し,フ ァイ ア ンス は フ ラ ンス,ド イ ツ,ス カ ン ジナ ビ ァ
で は,瀬 戸 物 の よ うな陶 器 全般 を意味 す る一 般 名 詞 に もな っ てい る。
陶器 と同義 語 とな っ た フ ラ ンス 語 で は,彩 粕 陶器 はすべ て フ ァイ ア ンス に
な っ た 。古 代 エ ジ プ トの青 紬 陶器 も,古 代 メ ソポ タ ミアの ア ッシ リア や古 代
イ ラ ンの サ サ ン朝 ペ ル シ アの 錫 粕 陶 器 も,さ ら に は 中 国 や イ ス ラ ム の 陶器,
ス ペ イ ンの イス ラ ム陶 器 や イ タ リ ア ・マ ジ ョリカ,狭 義 の フ ァイ ア ンス や デ
ル フ ト陶器 を含 め そ れ 以 後 の派 生 陶器 すべ てが 広 義 の フ ァイ ア ンス な の で あ
9
る。
『ブ リ タ ニ カ 国 際 大 百 科 事 典 』 や 『ア メ リ カ ー ナ 百 科 事 典The
EncyclopedieAmericana』 による と,英 語 の ファイアンスfaienceは 原語 フ
ラ ンス語 での広 義 ・狭 義の両 義 を意味 す る他,さ らに新 た な適用 を加 えた。
古代 エ ジプ トの石英 の粉 末 を固めて胎 とした特殊 な彩粕 陶器 にフ ァイア ンス
を当て たの である。 日本語 の ファイア ンス は英 語 をベ ース と しなが らも,狭
義 の フ ァイア ンス,す なわ ちマ ジ ョリカ以 降の錫 白紬 軟質 陶器,及 び古代 エ
ジ プ トの特 殊 な彩粕 陶器 の二義 に限定 された。広 義の フ ァイ アンス は 日本 語
の 「陶器」 と同義 と考 えたか らで あろ う。 しか し,古 代 エ ジ プ トの陶器 にフ
ァイ ア ンス とい う発想 は英語 をベ ース と してい るか ら可能 であ って,他 の言
語 か らは不 可 能で あ る。 ちなみ に,ス ペ イ ンを経 由 して生 まれた 陶器名称
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「フ ァイア ンス」 はスペ イ ン語 に は存 在 しない。 た だ し,フ ラ ンス語起源 の
専 門用 語 と して狭義 の フ ァイア ンス を意味 す る もの とは説 明 され るこ とはあ
る。 しか し,一 般 には ほ とん ど出現 しないのであ る。
図1「 エ ジプ ト陶器」 で は個 々の焼物 の図版 解説 で この用語"faience"
(ファ ンア ンス)が使 用 され てい る。 この場 合,英 語 の フ ァイア ンスが古代 エ
ジプ トの陶器 を も意味 す るか ら,適 切 に英訳 されてい る と思 うか も知 れない。
しか し,独 語 に して も,オ リジナル言語 の仏 語 に して も,フ ァイ ア ンス は
「陶器」 を意味 す る一般名 詞 に過 ぎない。 また,ナ ポ レオ ンのエ ジ プ ト遠征
(1798-99)に よ り,エ ジプ ト学 は フラ ンス の科学者 たちに よ り創始 され た も
のであ り,彼 らは一般 名詞 としての 「フ ァイア ンス;陶 器」 を古代 エ ジプ ト
の彩粕 陶 器 に も使用 したに違 いな く,ド イツ語 で も同 じで あ ったで あろ う。
逆 に見 れば,こ うした独仏語 の事例 か ら,英 語 の ファイア ンス は古代 エ ジ プ
トの陶器名称 に も当て られたのであ ろ う。 しか しなが ら,フ ァイア ンス に広
義 の陶器 一般,狭 義 の16世 紀以 降の錫 白紬 陶器,さ らに古代 エ ジプ トの限定
された陶器 の三つ の意味 を付与 させ る ことは行 き過 ぎであ る と言 わ ざるを得
ない。つ ま り,こ れほ ど広範 囲の意味 を与 える こ とは,フ ァイア ンス を一般
名詞 の 「陶器」 に見 な してい るに等 しい。 したが って,日 本語 での フ ァイア
ンス に古代 エ ジプ ト陶器 の意味 を与 える ことは決 して根 拠 のある こと とは考
え られ ないの である。
例 え ば,原 書(1885)フ ラ ンス 語 か ら の 英 訳 本 「装 飾 辞 、典」 に は
ID
"Grazedfaience"の 使 用例 が 認 め られ る
。 この 場 合,美 術 用 語 と して の 「フ
ァイ ア ンス 」 の 最 大 特 徴 が 前 記 した よ うに錫 紬 に あ る とす れ ば,「 施 粕 」 と
い う形 容 詞 は無 用 の長 物 にな ろ う。 しか し,「 フ ァイ ア ン ス」 がr名 詞 の
「陶 器 」 を意 味 す る だ け で あ る な ら,"Grazedfaience"は 「施 粕 陶器 」 とな
り,素 焼 きの 陶器 と区 別 す る た め の表 記 で あ ろ う と理解 す る こ とが で きる。
この 図9Pallissyfaienceの フ ァイ ア ンス は,パ リ ッ シー が16世 紀 の陶 工 で
あ る こ とか ら,狭 義 の フ ァイ ア ンス,す な わ ち錫 白紬 陶器 を意 味 す る と も解















































































































































釈 され る が,し か し,図 版 で も明 らか な よ うに,彼 の作 品 の特 徴 はマ ジ ョリ
カ の よ う な多 彩 粕 にあ り,必 ず し も狭 義 の フ ァイ ア ンス で は ない 。 したが っ
て,こ こで もフ ァイ ア ンス は広 義 の 陶器 一 般 を意 味 し,こ の 図9は 「パ リ ッ
シ ー陶 器 」 と訳 す べ きで あ ろ う。
図10Renaissanceceramicsは,図1と 同 じ く 「ル ネサ ンス 陶 器 」 と訳 す
こ とが で き よ う。
図11FrenchBaroquefaienceは,図9と 同 じ く 「フ ラ ンス ・バ ロ ック 陶
器 」 と訳 す こ とが 可 能 で あ ろ う。
図12Dutchceramictilesは,す べ てが 図柄 タ イル で あ る こ とか ら,「 ドイ
ツ図 柄 タイ ル」 と意 訳 で きるで あ ろ う。
図13Delftfaienceは,窯 業 で 有 名 な オ ラ ン ダ の都 市 デ ル フ トの や き もの
とい う意 味 で,「 テ ル フ ト焼 」 と訳 す こ とが で きるで あ ろ う。 図9で 述 べ た
よ うに,イ タ リア ・マ ジ ョ リカ の技 法 が オ ラ ンダや イ ギ リス に も伝 播 し,こ
の 技 法 で 焼 か れ た 陶 器 を英 語 で は 「デ ル フ(ト)delf/delft」 も し くは 「デ
ル フ ト陶 器delftware」 と言 っ た 。 この 場 合,一 般 名 詞 で あ っ て 「デ ル フ ト
焼 」 とい う固 有 名 詞 で は な い 。 そ れ故,こ の 英 訳 本 で も"delftware"で は
な く,"Delftfaience"と 訳 して い る。 ま た,図 版 に は皿,風 景 画 が 描 か れ
た陶板,ギ ター の形 を した装 飾 陶 板,さ らに タ イ ル な どが 掲 載 され て い る か
ら,「 デ ル フ ト焼(陶 器,陶 板,タ イ ル)」 と訳 した方 が よ り親 切 で あ ろ う。
ま と め
本 題 の 「マ ジ ョ リカ とフ ァイ ア ンス」 に 関 して い え ば,前 者 が 「マ ラ ガ焼 」
も し くは 「マ リ ョル カ焼 」 を意 味 す る イ タ リ ア語 で あ り,ス ペ イ ンか ら輸 入
され た イス ラ ム陶 器,ま た は イ タ リアで 作 られ た そ の模 造 品 を指 す 名 称 で あ
った こ とを先 ず 説 明 した。 他 方,フ ァイ ア ンス は 「フ ァエ ンツ ァ焼 」 の フ ラ
ンス 語 で あ り,イ タ リ アの フ ァエ ンッ ァで は マ ジ ョリ カ焼 の模 造 品が 作 られ
て い た か ら,「 フ ァエ ンツ ァ焼 」 は も と も と はマ ジ ョ リカ焼 で あ り,こ の 時
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点 で は,マ ジ ョリカ と フ ァイ ア ンス とは 同意 語 で あ っ た に違 い ない 。 しか し
な が ら,現 在 で は,中 世 の 「マ ラ ガ焼 」(マ ラ ガ産 陶 器)は ス ペ イ ンの イ ス
ラ ム 陶器 で あ っ て,マ ジ ョリカ で は な く,イ タ リア の フ ァエ ンツ ァな どで16
世 紀 以 降 イス ラ ム の技 法 で作 られ た陶 器 をマ ジ ョリカ と呼 び,ま た この 技 法
で作 られ る 陶 器 もマ ジ ョリカ と呼 ぶ 。 ドイ ツや ス カ ンデ ィナ ヴ ィア 同様,現
代 の フ ラ ンス で は フ ァイ ア ンス は 「フ ァエ ンツ ァ焼 」 とい う固有 名 詞 で あ る
よ り,「 陶 器 」 とい う一 般 名 詞 で使 用 され る の が 普 通 で あ ろ う。現 在 の 日本
で 「フ ァイ ア ンス」 の 名 で 陶 器 が 売 られ る こ と もあ るが,こ れ は学 術 的 で あ
る よ り,商 業 的 命 名 と考 え るべ きで あ ろ う。 ま た,古 代 エ ジ プ トの 陶 器 に
「フ ァイ ア ンス 」 の 名 が 与 え られ て い る理 由 は,18世 紀 末 の ナ ポ レオ ン遠 征
以来 エ ジ プ トの研 究 は専 らフ ラ ンス 人 た ち の手 に な り,当 時 の フ ラ ンス 語 に
適 切 な言 葉 が な か った た め,一 般 名 詞 と して の 「フ ァイ ア ンス 」 が 使 用 され
た に違 い な く,フ ラ ンス語 圏 以外 の研 究 者 た ち はそ れ に適 切 な訳 語 を見 出 す
こ とが で きず,そ の ま ま外 来 語 と して使 用 した か らで あ ろ う と推 測 され る。
以 上 の結 果 を整 理 す る と,問 題 と した 図版 タ イ トル は 以 下 の訳 語 と な ろ
う。
図1(7)Egyptianceramics「 エ ジ プ ト陶 器 」
図2(8)Assyrianglazedtiles「 ア ッ シ リ ア彩 粕 レ ンガ」
図3(9)Phoenicianearthenware「 フェ ニ キ ア陶 器」
図4(10)Persianglazedtiles「 ペ ル シ ア彩 紬 レ ンガ」
図5(11)Cretanceramicart「 ク レタ陶器 」
図6(60)Frenchfloortiles「 フ ラ ンス床 タ イル」
図7(75)ltalianmajolicatiles「 イ タ リア ・マ ジ ョリカ ・タイ ル」
図8(76)工talianmajolicaware「 イ タ リ ア ・マ ジ ョリカ陶 器 」
図9(86)Pallissyfaience「 パ リ ッ シー 陶・器」
図10(97)Renaissanceceramics「 ル ネサ ンス 陶器 」
図11(103)FrenchBaroquefaience「 フ ラ ンス ・バ ロ ック 陶器 」
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図12(104)Dutchceramictiles「 ドイ ツ図柄 タイ ル」
図13(105)Delftfaience「 デ ル フ ト焼(陶 器,陶 板,タ イル)」
こ の 結 果 を見 る と,ceramics,earthenware,ceramicart,ware,
faienceの5単 語 はそ れ ぞ れ ニ ュ ア ンス の異 な る個 別 名 詞 と して使 用 され て
い る の で な く,日 本 語 で は 同 じ 「陶器 」 と訳 す こ とが で きる よ うに,内 容 的
には 同 じこ とを意 味 し,名 称 が相 違 す るの は 日本 語 の カ タカ ナ表 記 の よ う に
古 い外 来 語(ギ リシ ア ・ラテ ン語)や 新 しい外 来 語(フ ラ ンス語)を 使 用 し
て い る か らに他 な らな い。 す なわ ち,ギ リシ ア語 起 源 の セ ラ ミッ クceramics
も フ ラ ンス 語 起 源 の フ ァイ ア ンスfaienceも 「陶 器 」 に含 め る こ とが 可 能 で
特 別 に扱 う必 要 が ない 。 た とえ ば,英 語 表 記 のceramiCSを そ の ま ま 日本 語
の カ タ カ ナ表 記 「セ ラ ミ ック」 と訳 す な らば,か え って 混 乱 を招 くこ とに な
り,ま たDelftfaienceを 「デ ル フ ト ・フ ァイ ア ンス 」 と訳 す な らば,同 じ
意 味(マ ジ ョリ カ手 法 の 模 造 陶器)の 繰 り返 しで あ る他,日 本 語 で す で に
「デ ル フ ト」 と 「フ ァ イ ア ンス 」 が 地 域 性 を持 つ 用 語 と して 定 着 して お り,
両 者 の 組 合 せ は矛 盾 して い る とい わ ざる を得 な い か らで あ る。
他 方,tilesの 場 合 は 「レ ン ガ」 と 「タ イ ル」 の二 つ に使 い 分 け た方 が 史
実 に合 致 す る 。 なぜ な ら,カ タ カナ表 記 の 「タ イ ル」 は薄 い板 状 の もの を意
味 し,英 語 のtilesも 同 じで 「瓦 」 や 「タ イ ル」 な どを指 し,決 して厚 み の
あ る レ ンガ を指 す こ とが ない の に対 し,古 代 メ ソポ タ ミアの ア ッシ リアや ペ
ル シ ア で は厚 い レ ンガ に粕 薬 が 施 され た もの だ け で,薄 い タ イル は ま だ 出現
して い な い か らで あ る。
以 上 の検 討 で 明 らか な よ う に,問 題 に した 図版 タイ トル の 英 語 を単 な る語
学 の力 で訳 そ う と した ら不 可 能 で あ る に違 い な い 。今 回 の 内 容 は英 語 圏 だ け
に か か わ る問 題 で ない だ け に,こ の テ ー・マ に深 く関係 す る英 語 以 外 の他 言 語
の知 識 が極 め て重 要 にな ろ う。
筆 者 は陶 器 を専 門 とす る もの で は な い。 しか しなが ら,専 門 の ス ペ イ ン建
築 を テ ーマ にす る場 合,タ イル が 重 要 な建 築 材 料 の 一 つ で あ る こ とか らrや
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きもの につ いて も多少 の知識 が要求 される。特 に,や きものにかかわる用語
の邦訳 には苦労す る。 中世 の8世 紀 間,イ ス ラム教 ユ ダヤ教,キ リス ト教
の共生す る場 であ ったスペ イ ンはイス ラムの影響 を強 く受 けてお り,窯 業技
術 は近東 イス ラムか らアフ リカ北部経 由でスペ インに伝播 し,そ の後,今 回
述べ た ように,ス ペイ ン経 由で イタ リアか らフランスや オ ランダ,さ らには
イギ リス にその技術 が伝播 してお り,ス ペ イ ンは西 欧の 中で ももっ とも古 い
窯 業の伝 統 を もつ 国の一つであ る。 この長 い伝統 か ら日本 のや きもの用 語 に
は対応 しない多様 な言葉 が生 まれ た。例 えば,専 門の建築材料 か ら紹 介す る
とsレ ンガで は大 きさや厚 さ,あ るいは床材専 用 か によ り,ト ッチ ョtotxO,
ラ ドリー リ ョladrillo,ラ シー リャrasilla,あ るいはバ ル ドーサbaldosaな ど
の名称 があ り,タ イルの場合 で も,床 タイル には レ ンガの最後 に挙 げた名称
であ るバル ドーサ,腰 壁 や床張 りに使 用 される切 り貼 りタイル にはア リカ タ
ー ドalicadadoと い う名称 が当 て られ
,一 般 に タイル を意味す る アス レッホ
azulejoは 普通 の無地 タイルか ら図柄 タイル,さ らには装飾用 に描 か れた大
型 陶板 に も当 て られる。当然 なが ら,こ れ らの用語 に対応す る英 単語 はない。
日本語 の外 来語の多 くが英語 に由来す るため,上 記 スペ イ ン語 に対応 す る 日
本語 の用語 ももちろん存在 しない。 こ うした場合,ス ペ イ ン語 か らの邦訳 で
は造語 を作 るか,あ るいは説 明的翻訳 に しなけれ ばな らず,か な り面倒 にな
る。
スペ イン語 を知 っていれば まだ問題 は少 ない。 しか し,ス ペ イ ン文化 にか
か わるテーマ を英語 だけで理解 しよ うとす る と,問 題 は複雑 になる。 なぜ な
ら,そ れ にかかわ る伝 統 も用語 もない国の言葉 で表現 す るこ とが極め て難 し
い か らであ る。例 えば,ス ペ イ ン建築,あ るい はガ ウデ ィに関す る英語 か ら
の邦訳が 目を覆 い た くなるほ どの悲惨 さであ るのが 日本 の現状 であ る。 これ
は邦訳者 だけの問題 で はない。 そ もそ も英 語の原本 に問題 があ りrか つ英語
が厳 格 な言語 でないため,邦 訳す る段 で問題 が加速 される結果 で もあ る。正
確 な翻訳可能 な唯一の道 は,対 象 と してい る国の言語 を知 る こ と,少 な くと
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も扱 うテーマ についての正確 な基礎知識 を身 に付 けてい るこ とが不 可欠 にな
ろ う。英語 だけで事足 りるこ とはないのであ る。
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